
「道の駅」でつながる西上州の防災と観光
西上州4町村で道の駅包括連携協定をH27.7月に締結
下仁田町 ゲートウェイと伝統野菜

※外国人案内所カテゴリー2を申請中
南牧村 滝めぐりと田舎暮らし
上野村 イノブタ料理と鍾乳洞
神流町 川と恐竜の自然と歴史

○買い物困難者への宅配サービス提供、「子ども文化教室」による子育てサポート、高速バスや町営バスの停留所、外国人観光案
内所（カテゴリー２）や防災等の機能を道の駅に集約し、小さな拠点を形成。

○伝統的特産物「下仁田ネギ」の道の駅自らの6次産業化による食文化継承。

道の駅「しもにた」 群馬県下仁田町

駅名 都道府県 設置者 路線 新設/既設 設置年度 種別

道の駅
しもにた

群馬県 下仁田町 国道254号 既設 平成15年度 一体型

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞

観光総合窓口
外国人対応とﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ

防災
エリア全域の安心創造

産業振興
担い手づくりの実践

〇「道の駅しもにた」の指定管理者による農業生産と加工販売。
○給食への利用や道の駅内に農家レストランの設置。
〇「こども文化教室」を道の駅内に設置し、子育て生活サポート。
〇連携町村の「観光・移住・就農」情報をﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ窓口で提供する。
〇防災情報周知機能と緊急避難防災施設整備。
〇「移動道の駅」事業を行い買い物困難者へサービス提供。

■道の駅が自ら伝統野菜の生産・加工・販売を担い安定供給する。

■地産地消を目的とした伝統野菜のメニュー開発

■こどものお迎えと買い物が効率化され、家庭の笑顔が急増。

■ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ窓口設置により効率的な情報入手。

■峠に入る前の安心防災施設。道路情報は道の駅でゲットする。

■高齢化社会への対応「行商」の復活と御用聞きの「道の駅」。

伝統を次世代に継ぐ
江戸時代より継承されてきた 地
域特産を、限られた時期以外でも、
新たな名菓などに加工し通年販売
できる。
『６次化を担う道の駅』

「道の駅」×「ネットワーク」
＝地域防災の中心軸

後方支援施設と避難施設設置

移動する「道の駅」
買い物困難者への宅配サービス
の実施

来場を待つだけではなく都市圏や
観光地へ4町村「道の駅」連携が
出向いての販売

「道の駅しもにた」から始まる
西上州の冒険と学び。

都心からの高速バスと
自治体公共交通のネットワーク

高速バス
道の駅

しもにた

近隣村営バス

町営バス

子育て応援「道の駅」
「こども文化教室」を併設。

道の駅には「こどものお迎え」
と「夕飯のお買いもの」

下仁田町

南牧村

上野村

神流町

地域福祉
買い物困難者への
宅配サービス

交通結節点
高速バス、村営バス等
地域公共交通拠点化
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